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更新履歴 060106

授業科目名

担当教員名

対象クラス
単位数 １履修単位
必修／選択 選択
開講時期 前期
授業区分
授業形態 講義

実施場所 S5HR

学習・教育目標

Weight 目標
A 工学倫理の自覚と多面的考察力の養成
B 社会要請に応えられる工学基礎学力の養成
C 工学専門知識の創造的活用能力の養成
D 国際的な受信・発信能力の養成
E

学習・教育目標の達成度検査

授業目標

回 メインテーマ サブテーマ

ガイダンス

ソフトウェア工学  Software engineering

山口武志  YAMAGUCHI Takeshi

制御情報工学科5年生

授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味)
コンピューターが内部で実行している「計算」の原理を理解することで、実際にコンピューターを使って効
率的に問題を解く手段を身につける。

準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識)

C言語などの手続き型プログラミング言語でのプログラム作成および実行経験、数学的帰納法

産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能
力の養成

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行
う。

2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の
達成とする。
3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。

「計算機で問題を解く」ことの定式化について学び、計算機で解くことのできない問題が存在することを理
解する。そのうえで、効率的に問題を解くことの重要性を認識し、そのための手段を考えられるようになる
。

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観でますが、参観欄に×印がある回は参
観できません。)

参
観

第1回 授業の進め方の説明、「計算」の歴史、「計算の理論」と「計算量の
理論」

第2回 計算機で解く「
問題」とは

第3回 「計算」を分析
するためのプロ
グラミング言語

第4回 データ表現のた
めの基本要素

第5回 制御構造のため
の基本要素

B2
開講時期のコードは 前期のみ０、後期のみ１． 通年は2

B5
実験の場合には、統括責任者名を記載する。 学科主任、学年担任 等

D20
主要教科目のみ、weightの欄に◎印をつける。◎印は幾つでも良いが、多ければその分、インパクトが少なくなる。

D21
目標Aのコメント参照

D22
目標Aのコメント参照

D23
目標Aのコメント参照

D24
目標Aのコメント参照

B25
主要教科目のみ、選んだ学習・教育目標について記入する。(専攻科の学則第46条の4から選ぶ。）

B36
実験の場合には、第1班のスケジュールを記入する。

D36
主要教科目でない場合には書かなくてもかまわない。  実験の場合は、 １テーマ別指導担当教員名 2.実験指導書のページ/番号等、3.詳細な実験場所(例：機械工学科棟3F計算力学研究室) 4.技術職員のサポートがある場合には、技術職員氏名 を記入する。

L36
教員の参観は、原則自由。 遠慮して欲しい時期には×



中間試験 ×

半決定性集合
期末試験 ×

課題
出典：授業中の配布プリント
提出期限：出題した翌々週
提出場所：授業開始直後の教室、
オフィスアワー：授業前後の時間帯、非常勤講師室にて

評価方法と基準
評価方法：

定期試験および課題レポートにより評価する

評価基準：

中間試験４０％、期末試験４０％、課題レポート２０％

教科書等 「計算可能性・計算の複雑さ入門」渡辺治　近代科学社、補助プリント

先修科目 計算機入門

数学的な証明が単なる記号の羅列に終わらぬよう適宜具体的な説明を交える。

備考

第6回 for-times計算可
能性（その１）

第7回 for-times計算可
能性（その２）

第8回
第9回 停止問題の定義

と形式化
第10回 停止問題Haltの

計算可能性
第11回 対角線論法によ

る計算不可能性
の証明

第12回 計算不可能な問
題の例

第13回 関数の問題から
集合の問題へ

第14回
第15回
第16回

第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

関連サイトの
URL
授業アンケー
トへの対応

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査
に使用することがあります。

2.授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教
員へ連絡してください。

B78
なくても結構です。

B79
学生による授業アンケート結果を参考に、授業の改善方法を記述する。
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